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日
本
中
ど
こ
ろ
か
世
界
中
を
恐
怖
の
ド
ン
底
に
落
と
し
て

き
た
、
コ
ロ
ナ
災
禍
。
わ
が
日
本
国
に
お
い
て
は
緊
急
事
態

宣
言
も
解
除
さ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
慣
れ
て
き
た
の
か
そ
れ

な
り
に
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し

そ
の
慣
れ
と
い
う
も
の
の
裏
に
は
必
ず
「
油
断
」
が
潜
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
、
あ
ま
り
浮
か
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
れ
ど
、
有
史
以
来
、
洋
の
東
西
問
わ
ず
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
苦
難
・
災
難
に
我
々
人
類
は
直
面
し
て
き
た
が
、
文
字
通

り
人
類
の
英
知
を
振
り
絞
り
数
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
先
人
（
ご
先
祖
様
）
た
ち
に
は
本
当
に
頭
の

下
が
る
思
い
で
あ
る
。
そ
の
偉
大
な
る
ご
先
祖
様
た
ち
を
偲

ぶ
お
盆
の
時
期
が
今
年
も
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
こ
の
大
変
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
亡
き
人
を

偲
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
御
心
に
触
れ
合
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
世
界
中
に
多
く
の
傷
跡
を
残
し
た
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
が
、
世
界
中
で
復
興
の
狼
煙
が
あ
が
り
徐
々
に
で

は
あ
る
が
、
経
済
を
含
め
復
興
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
我
が
西
栄
寺
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
西
栄
寺
の
象

徴
た
る
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

夏
か
ら
皆
様
の
協
力
を
得
て
徐
々
に
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
い
た

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
マ
ス
ク
着
用
や
三
密
防
止
な
ど
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
臨
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
マ
ス
ク
着
用
の

う
え
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
今
年
の

七
月
六
日
に
、
西
栄
寺
の
別
院
と
し
て
北
大
阪
泰
心
館
が
落

慶
い
た
し
ま
し
た
。
本
堂
は
最
大
で
五
十
人
近
く
お
席
が
取

れ
る
広
さ
で
す
の
で
、
吹
田
・
北
大
阪
地
区
の
お
檀
家
様
の

ご
法
事
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
委
縮
し
が
ち
な
風
潮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
西
栄

寺
と
し
て
は
前
へ
前
へ
と
歩
み
続
け
る
所
存
で
す
。
今
回
の

コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
密
を
避
け
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
無
参

詣
法
事
な
ど
新
た
な
試
み
も
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

時
そ
の
時
の
時
流
を
考
え
、
檀
信
徒
の
皆
様
が
望
ま
れ
る
ご

供
養
の
形
を
こ
れ
か
ら
も
明
示
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
職
員

一
同
が
ん
ば
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

西栄寺 住職  山田  博泰

職の住住住
ごあいさつ

Message from the head priest

※状況によっては大幅に変更になる可能性もございます

万 燈 会

真夏の夜に、
亡き人への想いを浮かべて・・・

８月16日（日） 
19：00  万燈会法要献灯式
19：30  西栄寺バンド演奏

今年も例年通り万灯会を行います。
ただし、恒例のゲストによる多種多様
なライブイベントは開催が難しく、
コロナ感染拡大防止の指導により、
今回は西栄寺バンドのみ本堂の外での
演奏となります。

※状況によっては大幅に変更になる可能性もございます。
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① 受　付 （事前申し込みの方は控えを見せる、当日の方は申込用紙に記入して受付する）

② 焼　香 （受付後、そのまま会館を通って、靴のまま本堂へ入り、焼香する）

③ 退　室 （本堂を出て粗供養を受け取る）

皆様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご協力よろしくお願いいたします。

予防対策の
お願い マスク着用

職員を含め、ご来寺の方には
原則マスクの着用をお願い
しております。

手指消毒

寺内随所に消毒薬を設置
しておりますので、ご活用
をお願いいたします。

距離をあける

受付から焼香までの間、人
との距離をあけて頂くよう
意識をお願いいたします。

※ お名前は申込まれた方全員を順不同で法要中にお読み上げいたしております。
　 従来のようにお名前が呼ばれるまで待っていただくことはできません。

今年もいつものように暑い夏、盂蘭盆会法要の季節が

やってまいりました。ただいつもの夏とは違うのは、

やはりコロナ禍の影響が大きく世界中がまだピリ

ピリしているように感じます。

我が西栄寺でも春は残念ながら無参詣形式の春法要

となりましたが、今年の夏は感染拡大対策を十分講じ

て、盂蘭盆会法要を行いたいと思います。

当
日
の
流
れ

今回の盂蘭盆会法要は、コロナウイルス感染拡大を抑えるための行政指導
に準じ、今までとは違う形での法要となります（大阪本坊・堺支坊共通）

■ 奉書紙の廃止
→ 三密防止策として、人の渋滞を緩和
　 するため奉書紙を廃止し申込用紙を
　 奉書の代わりとして読み上げます。

■ 焼香はいらした順番に
→ お名前を読み上げての焼香では
　 なく、来た人から順番に焼香を
　 していただきます。

ご協力ください！ 大きな変更はこの2点です!

16
9：00～13：00

8/
17
9：00～12：00

8/
大阪本坊 堺 支坊

月日

盂蘭盆会法要のご案内

3



Interview with priest

お ぼうさん のきもち
僧侶インタビュー

大阪本坊 院代  石山  直樹

取材：森本 洋子（Office K’s）

　

東
京
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
一
つ
で
西
栄
寺
に

や
っ
て
来
て
二
年
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。

　
　
　
西
栄
寺
に
入
寺
さ
れ
て
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
？

　

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
未
熟
者
の
私
で
あ
り
ま
す

が
、日
々
精
一
杯
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
京
に
住
ん
で
い
る
時
は
実
業
団
の
ラ
グ
ビ
ー

選
手
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
チ
ー
ム
自
体
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
、私
も
選
手
を
引
退
し

て
色
々
な
場
所
を
バ
イ
ク
で
見
て
回
っ
て
い
ま
し

た
。バ
イ
ク
で
の
ア
メ
リ
カ
横
断
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
周
や
日
本
一
周
な
ど
な
ど
・・・
あ
り
て
い
に

言
っ
て
し
ま
え
ば
、選
手
を
引
退
し
た
後
は
無
職

で
し
た
。（
笑
）

　
　
　
西
栄
寺
に
来
ら
れ
る
前
は
何
を
さ
れ

て
い
た
ん
で
す
か
？

　

私
の
憧
れ
の
人
物
で
あ
る
俳
優
の
大
泉
洋
さ
ん

の
影
響
も
大
き
い
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
映
像
や

写
真
な
ど
の「
レ
ン
ズ
越
し
」に
し
か
見
た
事
が

無
い
世
界
を
実
際
に
見
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　
　
　
な
ぜ
世
界
を
旅
行
さ
れ
て
い
た
ん
で

す
か
？

　
　
　
　
な
ぜ
西
栄
寺
に
入
寺
さ
れ
た
の
で
す
か
？

　

仕
事
を
探
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い
た
時
に【
僧
侶
募
集
】

の
文
字
を
見
ま
し
た
。「
こ
れ
は
面
白
そ
う
だ
！
」

と
思
い
早
速
電
話
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
人

数
の
問
題
か
ら
一
度
は
断
ら
れ
ま
し
た
。
断
ら
れ

た
私
は「
な
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
で
も
遊
び
に

行
こ
う
」と
考
え
て
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
ら
、お

断
り
の
電
話
か
ら
三
週
間
ほ
ど
経
っ
た
時
に
東
京

別
院
の
榎
本
輪
番
か
ら
お
電
話
が
あ
り「
君
は
ま

だ
お
坊
さ
ん
に
な
る
気
は
あ
る
か
？
」と
お
誘
い

を
頂
き
ま
し
て
西
栄
寺
へ
と
入
寺
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。あ
の
連
絡
が
あ
と
一
週
間
遅
か
っ
た

ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
ま
し
た
ね
。（
笑
）

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
し
た
り
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト

城
だ
っ
た
り
・・・
北
欧
で
は
運
に
恵
ま
れ
て
オ
ー

ロ
ラ
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。一
生
の
思
い

出
で
す
。
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NEWS
ちょこっと

ニ ュ ー ス

西栄寺
● 今年も海の日に海洋散骨者法要を行います

西栄寺 06-6473-9444

波止場にて法要後、お預か
りしていたお骨を海に還
します。7月23日（海の日）
の昼頃、出航予定です。当
日現地（和歌山県美浜町の
港）に来られる方は、海洋
散骨者法要に自由に参加
できます。興味のある方は
お電話ください。

● 無参詣法事  5月は50余件の実績
コロナ騒動が治まり、直接お顔を合わせるいつもの
ご法事に戻ったとしても、遠方者や移動が困難な方
のためにも、この新しい形のご法事を続けていきた
いと思います。どうぞお気軽にお問合せください。

● 西栄寺のホームページがリニューアル!!
さらに見やすく、親しみやすい
デザインになっています。気軽
にアクセスしてくださいね。

● 西栄寺別院  北大阪泰心館建立
令和2年7月6日、吹田の地に北大阪泰心館を建立
致しました。30名は楽に座れる大きな本堂です。
北大阪地区のお檀家様にはご法事などでぜひ活用
いただければと思います。

https://saieiji.jp
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　人類と感染症との戦いは先史時代に野生動物を家畜化した
ところから始まったと言われています。しかしそれは戦いと
言うには余りにも一方的な虐殺の歴史に他ならず、例えば 14
世紀に「黒死病」として恐れられたペストの場合、なんと当
時のヨーロッパ総人口の三分の一が為す術も無く死亡してい
ます。また第一次世界大戦中にパンデミックとなった通称「ス
ペイン風邪」に至っては、諸説ありますがおよそ 5000 万人
が死亡したとされています。これは第一次世界大戦での戦死
者を大きく上回る数字です。
　今でこそ私たちはワクチンや抗生物質や抗菌剤などの恩恵
を受ける事が出来ますが、病魔に対するそうした対抗手段も、
そのほとんどがここ百年の内に発見されたものばかりです。
当時の人類にとって疫病がいかに脅威であったかは想像に難
くありません。薬も無く、病気の正体すら掴めないままの戦
いは、まるで丸腰のまま銃前に晒されるような恐怖であった
に違いないのです。
　近代以降、医療の発展に伴って感染症との戦いは終息に向
かうように思われました。長年猛威を振るった天然痘を封じ
込み、不治の病と言われた結核ですらも治療法や予防法が確
立されました。現代での死亡原因上位には癌や成人病由来の
疾患などが見られますが、これは感染症による死亡者数が激
減したからだと言われています。それほど近年の感染症対策
は飛躍的に向上したのです。
　しかし、今回の新型コロナウィルスの流行に見るように、
人類と感染症との戦いには終わりがないのかもしれません。
目覚ましい医療の発展と競い合うようにして次々と新しい感
染症が報告されています。皆さんも良くご存知の HIV をはじ
め、O-157 やエボラ出血熱、SARS などといった今までにな
かった脅威が続々と人類に牙を剥いているのです。既知の病
原菌の中にも薬に対する耐性を獲得するものもあり、また地球

温暖化によりシベリアの永久凍土から新しいウィルスが発見
されたというニュースもあります。お釈迦様は「生老病死」
を挙げて避ける事の出来ない苦しみとしています。生まれて
死ぬことと同じように、生きている限り病魔から逃れる術は
無いのかもしれません。だからこそ病気の予防、治療ととも
に私たちは「ご聴聞」すべきなのです。仏の法を聞かせて頂
くこと抜きに、この娑婆世界で本当の安らぎを得ることなど
有り得ません。
　親鸞聖人はその晩年に次のように仰っておられます。「なに
よりも去年、今年と老若男女多くの人々が亡くなったことは
本当に悲しいことです。ただし命あるものは必ず死ぬという
道理は、如来さまが詳しく説き明かして下さっているのです
から驚くような事ではありません。私はいつどのような死を
を迎えたとしても心が揺らぐことはありません。なぜなら信
心が定まった人は間違いなくお浄土に往生させて頂けるから
です。だからこそ愚かで無智な私であっても、（どんな形であれ）
素晴らしい最期を迎える事が出来るのです」
　いつどのように訪れるのか分からないのが「死」です。病
気や天災がいつ襲ってこないとも限りません。けれど例えも
しもの場面が訪れたとしても、ご聴聞に励む人は親鸞聖人の
ように心を煩わせる事がありません。信心が定まると心が定
まるのです。死も病気も避け続けることは出来ませんが、信
心の人は無暗に怯える必要が無いのです。
　消毒や予防はもちろん大切なことですが、その上できちん
と心を落ち着かせることが出来なければ、たとえ病気にかか
らなくても常に不安な毎日を過ごすことになってしまいます。
普段からお念仏しご聴聞する人はたとえ病気にかかっても心
は晴れやかに落ち着いているのです。今からでも遅いという
ことはありません。健康に気を配りながらもともにご聴聞、
お念仏に励んでまいりましょう。

博智のつぶやき

お線香からお仏壇、仏具まで様々な品を取り扱うと共に、仏事・納骨などの無料
相談も行っております。御葬儀や月のお参りの時、僧侶に尋ねられなかった
ことや、時間が足りず出来なかったお話等、何なりとお聞かせください。仏壇納骨 御葬儀

無料相談承ります

〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島2-5-27 大阪泰心館1F

TEL.06-6476-4900 FAX.06-6195-3033 
Eメール ： taishinkan11t@gmail.com

営業時間/
9:00～18:00
        （木曜定休）

インターネットが繋がる環境であれば世界中どこでも聴けます。
勿論スマホからでもOK !! エフエムギグのホームページを開き、
『お坊さんの生け行けラジオ』放送時間に再生ボタンを押してください!

インターネットラジオ

トモ＆タイシン＆ハクシン
『お坊さんの生け行けラジオ』

fmGIG夢かなリバーサイドステーション!

エフエムギグ

http://www.fm-gig.net/top.html
http://www.fm-gig.net/smf/

久遠泰心堂
の

3階は

仏教1％で
毎週金曜日 18時～18時半放送

fmGIG夢かなリバーサイドステーション!

宗旨・宗派問わず中立な立場でご案内致します。 お気軽にご相談ください。

ゆきち

いちよう

どんなことでもお気軽にご相談いただける、サロンのようなお店です。

久遠泰心堂のマスコットたち♪
会いに来てくださいね♪
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こ
こ
ろ
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泰
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会
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り
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を
誘
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縁
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第 2 回【カラダの免疫力を高めよう！】

① よく寝る！ ② 水をたくさん飲む！

③ お日様にあたる！ ④ 運動する！

⑤ 暖かいお風呂に入る！ ⑥ 笑う！

コロナウイルスとの戦いに欠かせないのは、自らの免疫力を高めることです。そのためには、

ウイルスは血液の中にいます。水分を多くとり血液

循環をよくすることで、ウイルスの増殖を抑えます。

日光にあたることで、免疫細胞に

有効なビタミンが活性化します。

適度な運動で免疫力は高まります。家にいながら
でも、椅子に座りながらでも、簡単な筋力トレー
ニングなどでも効果はあります。

不安を募らせるばかりでは免疫に良くありません。
「それでも笑う！」ことで自律神経を整え、腸内
細菌を活発化させて免疫力を高めましょう。

夜は早めに寝ることで免疫細胞が活性化します。

良質な睡眠は薬などを飲むより効果があります。

夜は早めに寝ることで免疫細胞が活性化します。

良質な睡眠は薬などを飲むより効果があります。

体を温めることで血液の循環が良く
なり、老廃物も汗とともに出て行きます。
良質な睡眠のためにも暖かいお湯に浸りましょう。

体を温めることで血液の循環が良く
なり、老廃物も汗とともに出て行きます。
良質な睡眠のためにも暖かいお湯に浸りましょう。
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熱中症を
予防しよう!!

寺院経理部 
田中 文子

寺務員
迎居 雅人

堺支坊  院代
辻元      涼

堺支坊  副主任 
山中  勝栄

西成支坊  輪番
金田  　塁

堺支坊  院代
北岡  剛史

堺支坊  院代 
藤澤  勇輔

◎ 堺支坊

大阪本坊  僧括
上田  健二

住職
山田  博泰

副住職
山田  貴仁

大阪本坊  副主任
福山  伸二

大阪本坊  院代 
池田  孝一

大阪本坊  院代 
野田  智仁

大阪本坊  院代 
貝田  仁司

大阪本坊  院代
鶴田  隆史

大阪本坊 院代
石山 直樹

大阪本坊 院代
橘  海斗

大阪本坊  院代
小田  慧信

大阪本坊  院代
渡部  実忍

大阪本坊  院代 
徳永  範男

大阪本坊  院代
木村  宥光

◎ 大阪本坊

西宮支坊  僧括
吉田  敬一

西宮支坊  院代 
松井  康博

◎西宮支坊

東京別院  輪番
榎本  勝彦

◎東京別院

◎西成支坊

堺支坊  主任
宮原  伸介

整備士
有馬 孝浩

寺院経理部
金城 真弓

久遠泰心堂 店長
仲谷　奉子  

デイ・サ高住 課長 介護福祉士
出口 千生 

居宅訪問課 課長 ケアマネージャー 
岸下　和美  

ケアマネージャー
中村 裕子

◎お寺の介護 はいにこぽん

寺務員
榎本  幸子

東京別院  院代
土屋  和葉

東京別院  院代
鈴木  淨信

東京別院  院代
佐々木  崇文

大阪本坊
スタッフ
 他 5名

機能訓練員
加藤 雄二

訪問・サ責 事務
丁野 菊美

デイサービス  介護福祉士
永田 知美

企画営業主任  栄養士
平原 久美子

訪問・サ責 主任
木村 幸代

主任ケアマネージャー
野中 郁子

デイサービス  介護士
曽我部 維久子

サ高住 主任
星野 咲子  

デイサービス  柔道整体師
池内 新

介護事業部 主任
小野寺 意緒

事務長
藤本 美紀

デイサービス  介護福祉士
山田 有弥

デイサービス 主任 介護福祉士
廣本 しげ子

はいにこぽん
スタッフ
 他 35名

１周忌 令和 元年 １３回忌 平成 20年 ２７回忌 平成 6年 ４３回忌 昭和 53年

３回忌 平成 30年 １７回忌 平成 16年 ３３回忌 昭和 63年 ４７回忌 昭和 49年
７回忌 平成 26年 ２３回忌 平成 10年 ３７回忌 昭和 59年 ５０回忌 昭和 46年

ご法事はご命日の約３ヶ月前より承っております。但し、ご命日に法要を営まれる方を最優先しておりますので、
ご命日以外でのご法事をご希望の場合の予約時間は、こちらから指定させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

令和２年
年回表

僧侶とスタッフのご紹介

泉大津市東助松町1-3-31-101泉大津布教所泉南市信達市場1405-2泉南布教所寝屋川市宇谷町3-3寝屋川布教所

大本山 大阪本坊 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200 東 京 別 院 〒123-0865 東京都足立区新田3-1-9　

TEL.03-3912-9444　FAX.03-3912-5969

西 成 支 坊 〒557-0042 大阪市西成区岸里東1-1-4
TEL.06-6652-4772　FAX.06-6652-8050

勝 福 寺 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17 西栄寺内 
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200

西 栄 寺 別 院
北大阪泰心館

〒564-0033 吹田市東御旅町3-2
TEL.0120-344-802

尼 崎 本 坊 〒660-0822 尼崎市杭瀬南新町3-2-24
 TEL.06-6482-0141　FAX.06-6473-4200

堺 支 坊 〒591-8023 堺市北区中百舌鳥町1-201-2
TEL.072-257-0443　FAX.072-257-0447

西 宮 支 坊 〒651-1422 西宮市山口町金仙寺1680-7
TEL.078-903-2088　FAX.078-903-2088

宗教
法人

西栄寺だより
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